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を
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分
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近
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独
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司
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＼
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什
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す
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付
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仙
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同
様
、
ヒ
ト
｝
了
青
年
間
の
品
川

T
部
に
出
入
し
、
自
動
的
に
「
k

ユ

ノ

J

ト
ブ
下
車
H
1団
ヘ
H
T）
L

に
近
刊
は
し
た
υ

だ
が
彼
は
戦
後
、
ト
ノ
ヰ
ス
へ
の
関
守
に
対
す
る
立
れ
い
の
追
及
を
免
れ
て
い
る
ハ
日
ー
に
人

目
し
亡
ま
も
日
：
、
日
門
役
に
就
く
こ
？
に
h

な
コ
た
小
人
吟
1

判
の
ル
ロ
戦
に
も
つ
か
な
か
っ
ー
に
か
ら
で
あ
る
n

ゲ
ン
シ

t
i
d
人
1
ト
鉱
山
此
戸
、

i
l
k

－
 

2
市
の
ム
百
九
九
出
州
諸
巾
劫
仔
ハ
と
し
て
一
山
防
車
ピ
ー
へ
隊
L
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
出
piし
に
。

ラ
イ
ブ
ヲ
に
で
犬
山
ア
襲
に
四
一
巡
す
る
な
ど
し
ゅ
人

品
川
、
ベ
ル
リ
ン
攻
一
円
叫
て
米
中
心
掛
虜
と
な
わ
へ
そ
の
ま
エ
ド
r
y
敗
戦
む

u
v迎
え
ん
一
c
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r日

じ
ゲ
ノ
／
、
t

y

立
る
と
、
州
民
の
似
の
政
ぽ
続
を
彩
る
つ
の
政
治
的
特
後
、
炉
導
さ
山
山
さ
れ
る

叫
同
一
に
、

、
ン
ぺ
ー
は

「
門
間
対
泡
一
荷
助
氏
位
代

こ
呼
ば
れ
る
世
代
に
以
ー
て
い
た
。

こ
の
世
代
は
、

号
立
石
伯
作
一
L

J
i－
－

 

J、
円問

戦
う
前
線
目
代
二
」
O
三
わ
2
Z
2
5三」

の
出
打
叫
ー
を
兄
な
が
ら
、
「
ぬ
助
兵

y」

L
で
戦
争
に
参
店
し
、
そ
の
悲
惨
さ
を
つ
ぶ
さ

に
体
験
1

つ
つ
も
、
？
一
ら
先
頭
に
立
っ
つ
、
武
誌
を
取
る
J

と
は
は
か
つ
丈
U

一志
4

宮
内
砲
均
叶
市
川
丘
ハ
山
代
」
は
主
に
、
保
身
や
よ
｝
一
出
川
一
、

占
め
る
い
は
少
↑
寸
心
素
朴
店
感
情
乙
刀
ら
、

サ
チ
ス
政
指
を
賛
美
？
に
。
ゲ
J

シ
ギ

i
り
で
つ
に
ル
小
山
叩
J
／
）
殺
争
に
校
同
士
花
く
も
の
も
少

な
ノ
争、

な
か

c＇~ 

と
" I c 
I 志

望γ し、
戸ンL

口
分
自
身
で
は
ど
う
「
る
こ
と
も
で
き
J
J
か
っ
た
c

新

一

ご
れ
ぽ
、
与
引
な
判
明
じ
拡
張
ム
下
義
を
封
じ

「
問
自
分
砲

Mm尚
三
ハ
世
代

に
γ
六
淫
す
る
心
情
明
は

と
い
う
ニ
早
川
に
よ
っ

C
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い

る
め
、
市
市
事
丁
す
段
に
だ
し
て
常
に
慎
一
段
的
て
ι
の
ろ
う
と
す
る
ド
イ
ソ
外
交
の

ι太
子
的
特
告
と
通
ず
る
J
O
心
で
も
あ
る

ギ
ン

γ
h
！
の
政
治
制
2

ど
川
川
州
剛
山
刊
行
る
、

も
う
ひ
と
つ
の
受
哀
は
村
会
主
誌
に
ー
ペ
す
る
荒
い
隊
忠
弘
で
あ
る
ー

ゲ
シ
ン
ァ
ー
は
終
戦

後
、
多
く
の
V

イ
ノ
人
同
体
、
？
一
分
た
ち
の
凶
は
当
分
の
問
、
他
の
尺
i
ム
丁
表
同
家
と
同
じ
一
ア

i
r
バ
H

は
つ
け
り
な
い
だ
ろ
う
と
与
え

三
J

I

J

ト
一
円
幸
一
皮

z

j
l
j
j
l
l
H
1
t
j
j
t
 
京
部
戦
綜
で
の
い
か
4

J

ノ
政
と
本
凹
の
拍
烹J
N

な
っ
た
体
駁
J

吉
川
雄
〕
て

し

T

〕ハ
7

、ィ
y
川

J
ヒ

j
＼
長
一
土
ノ

苦

し

刀

l
t）
J
P
J
V

速
の
よ
う
な
杭
会
工
設
で
は
な
く
、

F

／
ク
行
M

サ
ク
ソ
ン
流
の

、」だい？っ
vL
ソ
述
領
地
と
な
J

た
故
郷
に
帰
還
、
工
、
ん
ソ
ン
ン
ャ
ば

み
の
政
ぽ
体
制
に
や
初
か
ら
批
判
的
で
あ
っ
た
c

手
ら
ど

お
じ
が
企
『
に
戸
川
以
き
れ
帰
ら
ぬ
人

r
な
つ
に
事
件
河
川
、

Hr
〆
シ
ャ
ー

へ
の
決
定
的
以
嫌
忠
感
を
植
え
っ

ゲ
／
ン
ャ
ー
は
一
九
四
九
年

ド
イ

y
山
市
民
宇
川
ん
（

L
υ
p
o、
川
良
独
の
川
口
斗
二
平
山
政
冗
）

いい人
V
Y
L
九
人
。
こ
の
政
山
J

兄

Jf広一ん

た
ん
さ
以
辺
白
は
、
立
山
認
の
政
治
領
て
あ
る
。
ジ
？
1
サ
リ
ス
ト
で
L
U
P
D
党
総
間
一
紙
の
編
集
ム
丁
件
で
も
あ
フ
に
ハ
ロ
ル
ド
令

i

斗
由
王
お
は
、
d

めら、
Q
Q
f
川
一
は
由
に
汁
L
7
0
弘
治
的
ォ
ル
タ
ナ
一
一
ノ
ィ
ヴ
で
あ
る
』

2
γ
7一
バ
葉
に
、

丈
一
ン
エ
の

の
f

有
者
は
魅

f
さ
れ
た

ノr'
／ 

／ 
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〕
？
？
三

一
、
I
L
j

政
ば
い
は
人
っ
と
ち
の
の
、
世
i

川
河
の
政
rU運
刑
判
に
あ
ま
り
抗
心
で
は
な
か
っ
た

当
日
町
い
よ
る
税
制
が

ゲ
〆
ン
ャ
、
は
、

強
ま
る
い
、
白

JmvE却
が
条
J
V
一
間
わ
れ
る
の
を
4
4

］戒
L
だ
の
と
あ
る
ハ
ド
イ
ツ
社
公
ニ
託
統
門
出
（
（
kuRυ
一
か
、
う
ピ
ヱ
ト
占
領

地
伝
的
の
民
！
一
ょ
7
d川
町
き
へ
の
弾
圧
を
強
に
ず
る
に
つ
れ
、
ゲ
ン
シ
ャ
ー
の
付
会
て
誌
に
対
「
司
令
ス
信
協
は
ま
ず
ま
F
深
ま
っ
た

一
九
五
心
年
に
わ
わ
孔
～
沼
氏
評
議
会
最
初
心
逃
挙
は

ん
注
げ
た
茶
番
に
す
き
「

ラ
ン
シ
ャ
は
旬
効
票
を
入
れ
つ
。

結
い
町
ゲ
J

シ
ー
は
、

J
h
抗
ず
る
よ
り
も
来
仙
の
体
制
か
ら
逃
れ
る
、
｝
子
主
選
ん
だ
。
彼
は
、
父
、

ι日
I
く
法
作
作
家
七
古
河
指
し
と
大

ハ
ナ
で
は
法
学
を
品
川
J

攻
、
か
な
山
祁
結
核
の
に
め
学
業
hv
巾
古
！
な
が
ら
も
、
問
中
次
当
家
試
験
に
川
L

川
十
合
格
し
て
い
た
c

だ
か
、
ォ
口
修

古川川
U
と
き
に
東
関
心
一
日
立
花
士
資
絡
か
将
米
間
怖
で
認
め
ら
れ
ん
d

く
汁
切
る
と
と
と
川
旬
、
ゲ
ノ
ン
ザ
ー
は
、
内
へ
の
移
住
を
決
蛍
し
人
〈

)L 

午
八
月

D
P
R
 

ー
ッ
民
共
ね
川

旧
東
独
〕

が
f
J
1
に
発
足
す
る
わ
ず
か

ヵ
月
前
ハ
ピ
、
と

外引（

2己

政
治
家
1

一
し
て
の
始
動

λ＇ J弓
西

f
ツ
で
F
1
f
t
［
（
り
資
同
情
JY
正
式
山
収
犯
し
ー
に
ゲ

J
ン
ァ
ー
は
、

斗
凶
pr

に
F
D
F
に
人
党
し
、
円
護
i
活
動
の
鋭
、
円
一
、
ブ

v
i

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

メ
ン
の
え
地
hd支
が
の
－
f
H午
組
終
三
日
仏
mLZJ～
山
山
が
政
治
家
と
L
て
ト
ヘ
格
的
な
キ
ャ
リ
ア
ュ
ゼ
閉
仏
如
、
以
去
き
っ
か
け
は
、
当
日
町
の
ド
D

P
ら
比
河
！
？
マ
ス
・
円

t

フ
ー
な
」
の
L
f
能
を
見
出
さ
れ
た
「
と
で
あ
る
戸
ゲ
シ
ン
ベ
ー
は
、
連
邦
議
会
F
P
p
p辺
派
丙
白
川
の
「
問
究

WJ 

に
採
用
さ
れ
、
ポ
〆
の
見
本
部
で
政
2

山
内
の
り
京
に
閑
ト
フ
て
い
く
ャ
〆
に
い
入
せ
っ
た
υ

ゲ
／
ン
ャ
ー
宇
治
る
上
で
、

そ
の
所
属
政
厄
F
D
P
に
触
れ
な
い
り
け
に
は
い
か
な
い
υ

F
ゎ
ド
は
同
政
選
民
3

で
の

Lud
料
誌
で
牛

ハ
ノ
河
川
ん
ら
J

い
の
小
政
党
で
お
ハ
た
が
、
速
い
形
成
心
不
ヤ
ス
一
y
ィ
ン
グ
ボ
ド
台
強
る
主
投
立
政
党
セ
も
あ
っ
～
。
ド
イ
ツ
で
は
、
多

M

品川討中
J
V
D
末
に
1
7
ヲ
ス
の
ほ
r以心
V
J司
7

よ
人
較
的
の
反
省
内
づ
ー
っ
、
各
政
再
は
お
%
以
上
い
H
Z
L
な
円
、
れ
ば
議
守
山
市
九
七
～
J

け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
玖
完
J
仏
で
掛
川
｛
疋
さ
れ
て
レ
る
（
ま
た
有
派
C
C
D
F／

c
s
u、
じ
主
派
の
お
P
D
の

大
政
T

一
九
は
い
ず
れ
も
市
独
で

z一l
山訟の
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r日

議
席
を
得
い
る
は
と
の
努
力
さ
は
な
く
、
他

νγ
一
連
立
を
紙
ひ
必
安
市
’
あ
っ
z人
：
れ
、
り
の
い
岬
来
、

ド
イ
ン
の
内
問
は
一
九
凶
九
年
の
川

独
建
円
以
バ
末
、
す
べ
て
述
之
J

政
徒
主
情
去
さ
、
れ
と
の
ト
め
る
υ

J、
円問

j
i
f
f
ノ
〕
文

iuq〕
t投
4
u川
三
亡
、

Fト
F

I

A

－

－

r
μ
Jノ
骨
陀

ρ
時
イ
州

r
f
z
f
ノ
レ
一

王
O
P
独
特
の
悦
培
J
h

ま
た
、
、
」

ci一
川
ノ
に
迷
？
”
政
権
の
弘
行
乙
し
し
の
J

役
款
を
に
J

え
た

F
D
F
は、

吋

f
ァ、

i
ル
矧
に
マ
F

ク
ス
・
ワ

J
i
パ

i
f
E
γ
も
に
い
H
L

ハ
利
刻
、
c
民
主
王
義
の
擁
議
を
叫
？
へ
た
7
リ
i
ド
リ
y

・
7
ワ
マ

／

に

し

l
小

J

ずに

派
り
ベ
一
y
凡
の
民
王
党
（
D
D
r
）
と
、
戦
，
川
の
資
本
家
の
利
持
を
代
表
す
ゐ
政
1
2
M

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
平
和

交
賞
者
ン
ユ
ヘ
レ

l
ゼ
マ
、
J

を
世
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
司
氏
お
〈
D
V
F
）
心
両
刀
の
流
れ
を

でーの
7
F
E
し

J

一アノ
J

ヨロ

士

l
前川
L

は
左
右
山
4

也
に
い
い
置
す
る
勢
力
が
融
合
し
に
と
い
竜
一
つ
山
山

U
は、

克
也
を
も
に
ら
し
、

し
ば
し
ば
？
半
日
抗
争
力
ム
下

E
U
P
に一

安
岡
と
な
ハ
た
し
か

L
、
戦
後
マ

f
pノの

人
以
立
て
あ
る

と
ち

P
D

キ
リ
ス
、
教
民
ム
下
社
会
同
盟
）

仁
わ
じ
／

cshu

へ
社
会
2
4
4
下
J
ろ
が
、

L
L
れ
ぞ
れ
カ
ト
リ
ッ
A
f

と
労
働
者
潜
級
と

h
九
い
つ
な
が
り
を
持
つ
作
甲
子
、

ド
D
F
は
、
宗
教
や
社
会
ム
下
義
と

純
一
己
中
山
由
く
九
州
為
人
中
小
川
ト
j
v
i
蓄
な
ど
か
ら
一
定
心
主

N
Jピ
銀
特
し
た
わ
そ
し
C
、

ハ
百
条
項
（
U
内
需
十
来
り
述
、
え
る
議
会
政
党
L
Y

し

て
の
地
仰
、
中
山
前
i

v

f

A

人
政
党
心
い
ず
れ
か
と
引
一
立
し
仁
、

一
九
九
八
年
ま
で
大
部
分
の
山
川
悶
に
参
加
し
た
り
で
あ
る
す

F
D
P
は
政
権
に
と
ど
ま
り
続
け
る
た
め
、
山
刊
前
の
反
引
先
日
乙
一
拍
く
；
弐
ノ
ー
仏
政
ハ
山
辺
一
見
主
辺
ら
れ
る
と
子
弘
、
少
な
く
な
か
ワ
た
〉
川
司
、
九

f
A
L

、

t

fノ
〆

（

D
U
／
C
S
U
と
の
連
Jυ
一
い
つ
い
て
の
間
前
の
似
合
主
剤
、
〆
し
こ
れ
ur
継
続
J

、
非
難
す
れ
び

～
一
」
泣
く
大
連
合
政
権
期
工
ハ
六
年
i

ハ
九
年
）
に
は
、
少
数
針
克
／
一
し
て
付
れ
し
い

f
Lご
、

D
P
主
、
孔

一
才
「
J
Vャ

F

E

f－

実
的
か
つ
柔
軟
性
に
涼
ん
だ
J
l
虐
政
JFv
と
L
て
、
述
立
憎

Tζ
な
ワ
た
大
政
党
そ
れ
円
ど
れ
の
主
側
一
化
こ
左
判
化
に
刈
「
ノ
る
久
九
で
一
弁
と

｝ 
〕

F
D
F
刀
、
エ
き
に
一
変
的
政
党
t

T

〕
の
の
し
ら
れ
な
ひ
ら
も
、
百
政
の
場
セ
重
要
な
位
出
を
l
川
氏
続
け
た
述

出
は
ま
さ
し
く
「
の
口
に
あ
ぺ

F
D
P
は
、
ト
ゲ
ン
シ
ャ
ー
か
入
先
し
た

九
t
六）’
f
H
i
ば
、
対
外
政
策
に
お
い
て
は
、

政
治
日
ぽ
ー
と
し
て
再
統
一
士
－
咲
い
併
す
る
？
υ

日記 ！，j）、学j02 :i 牛肉j l 78 [2iJCS. S ' 



引
を
全
面
に
川
町
し
山
し
て
い
た
ν

大
政
一
見
ヨ
と
と
比
べ
る
と
、

ト
ね
ド
で
は
ん
付
の
み
凡
い
一
数
に

K
け
る
同
剣
山
骨
ヱ
ロ
の
割
合
が
に
校

的
門
刊
か
っ
2
1

、
」
と
は
、

支
百
分
断
刀
一
状
態
に
ふJ
り
な
が
り
、

へ
の
川
詑
刊
が
残
き

な
お
も
統
一

こ
の
こ
こ
に
大
い
に
附
述
し
し
い
る
υ

れ
て
い
た
こ
の
時
期
に
お
い
亡
、
自
民
の
心
汗
ノ
ア
ェ
ー
、
は
祐
一
日
続
中
山
ヰ
ま
な
い
ほ
ろ
い
か
れ
、
、
正
J

少
数
派
f

よ
め
り
、
ク
〆
シ
ャ
ー
を
は

じ
め
、
南
側
か
ら
の
亡
命
絞
駁
者
が
ド
口
P
に
引
き
付
け
ら
れ
に
の
は
こ
，
、
泣
い
然
な
こ
と
で
忘
勺

し
か
し
、

ぺ
凡
リ
ン
の
平
建
設
店
ベ
冷
戦
状
汎
が
河
川
止
化
し
て
い
く
羽
中
古
は
、
仙
の
政
j

比一川禄、

ド
h
n
r
の
一
ド
イ
ツ
政
策
（
吋

東
独
攻
策
）
一
に
も
変
化
を
迫
ッ
た
η

六
八
〉
カ
ー
代
に
か
け
て
、

F
D
P
当
で
は
、
↓
め
く
ま
で
も
一
弘
家

C
A統
を

日

指
B
d
J
心派、
r一、

一へ
U
希
望
を
い
コ
た
ん
側
？
に
げ
し
、
東
側
諸
邑
と
の
十
六
存
吉
村
指
そ
当
と
す
る
左
派
と
の
慌
て
散
し
に
に
門
前
下
か
絞
り
広
け
ら
い
九

トー

ーし十

ι
l
パん信品川乞ぺ仏国
C
、
京
西
町
陣
営
聞
に
緊
張
一
殺
和
心
機
起
が
u
f
d
d

民
、
ス
つ
つ
あ
っ
三
八
C
4
代、

ド
わ
い
ム
は
外
！
父
政
策
十
一
U
決
断

外引（

ー
ど
い
じ
マ
つ
つ
ν

γ

d

f

ス

ibtr

の
流
れ
に
西
川
内

f
v
が
取
り
浅
さ
れ
な
い
ι

め
山
は
、
一
一
波

へ
の
出
求
乞
棚
上
L
、
点
制
点
凹
1

／
心
社
ハ
λ
J

ー
ピ
月
作
ナ
か
、
に
わ
く
ヨ
で
再
統
一
、
す
な
わ
ち
v
イ
ノ
問
題
の
解
決
を
は
除
ナ
の
か
と
い
う
決
断
で
ふ
ゐ

い山比山川へ調品ずの
h
d
？？、

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

ゲ
ン
ン
ベ
i

は
、
山
恥
側
乙
の
和
解
繁
光
4

ノ
〆
一
、
日
目
ト
リ
る
つ
r
ル
タ

1
・
ン
ゴ
ー
ル
の

υ同
帽
を
支
持
、
〕

ン

i
ル
は

ア一ア
1
ノフ
F
i

お
ぶ
び
三
ア
ハ
ル
ト
政
権
の
が
済
如
刊
を
歴
任
ν
た
F
D
P
の
d
R
I
H
キ
引
で
あ
っ
た
戸
シ
ニ

t
J
U

は
」

ー
に
勝
引
、
1
1
4
利
い
元
首
ピ

選
ば
れ
た
」
れ
に
呉
を
唱
え
舵

MLL
た
数
名
の
党
幹
部
に
か
わ
っ
て

F
U
U
P
の
析
し
い
山
代
の
指
v

与
が
一
「
い
て
デ
rf
一L
ー
し
た
の

が
、
群
を
抜
い
三
知
力
t
判
断
力
で

ハ〈
U
r
可
代
末
か
り
の
F
む
？
の
断
線
転
校
に
司
献
し
て
い
た
ゲ
〆
シ
ャ
ー
で
あ
う

絞
に
西
ド
イ
ツ
の
外
父
苅
写
者
ζ

し
て
、
内
側
U
界
L
り
間
一
係
強
化
に
努
吟
る
ゲ
／
シ
ャ
ー
だ
が
、
東
側
U
界
に
取
り
出
ま
れ
た
故

郷
ヘ
の
ゑ
右
、
t
九
中
川
！
け
も
止
へ
う
こ
こ
は
な
か
f
J
f
n

旧
引
当
統
一

JYHや
U

似
て
ド
Dphγ
引
叫
ん
た
は
ず
の
ゲ
ン
シ
奇
i

分
断
」
／
｝
選
定

化
さ
せ
か
ね
芯
い
叫
端
技
綬
任
に
出
店
山
吉
川
見
出
し
に
む
に
ろ
う
か
乙

ゲ
ン
ン
ザ

l
は

白
側
7

一
由
、
誌
の
前
伯
に
対
す
る
弦
レ
点
い
i
へい九

（！メ人比主手、 cs'1 Fe' 179 '20怖に



r日

と山町いム
μ
王
実
体
制
に
対
ず
る
一
体
宮
感
の
作
い
ち
を
で
も
あ
っ
丈
に
だ
が
彼
は
、
南
町
〕
悶
係
日
γ
二
刷
、
汁
止
の
凶
式
で
祝
え
よ
う
と
は
い
な

、ρ
つ
ん
一
」
ー
ト
内
I
J

｝／2

〉

戸

T
i
d

札
制
に
ら
話
祢
的
に
働
き
か
け
、
友
好
関
係
を
情
鉱
工
」
う
る
一
こ
で
、
F

和
的
？
？
っ
長
期
的
な
構
え
で
棺

T
側
の
炭
化

一お

1Jr
ぃ

J、
円問

を
引
き
出
y

ご
う
／
「
ず
九
0

1

佼
郷
を
内
む
河
川
な
ド
イ
ツ
の
一

／
｝
の
思
い
は
、
8
1へ
州
問
に
坑
必
ず
る
社
会
4

義
仙
川
山
一
に
対

い
札
ず
る
ふ
り
も
、
緊
張
一
夜
印
〆
｝

γ初
宍
存
の
け
広
に
払
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
考
え
た
り
で
忘
る
。

、
」
の
よ
う
な
ゲ
ン
シ
ャ
の
と
父
抑
制
叫
や
何
わ
行
一
る
の
が
、

九
六
ハ
引
の
J
J

ュ
l
y
y
グ
ル
ト

u
n
F
兄
大
会
で
れ
勺
／
｝

「
シ
ュ

〉
ソ
ゾ
ガ
ル

17山
科
一

f
丸山
7

号
一
軍
平
均
向
」
抑
制
策
、

全
欧
川
ぺ
J

じ
な
火
全
保
湾
攻
策

そ
［
て
一

f
T
ソ
ゴ
プ
私
心
ー
＃
日
間
吋
化
と

東
方
政
策
の
多
様
化

の
一
一
雨
明
日
か
ら
な
る
こ
の
i

剖
説
は
、

の
ち
の
ア
ン
、

L
I外
父
の
片
絡
を
悦
所
に
川
刊
か
せ
る
も
の
で
あ
〆
た
し

この止山間
Lf
心
な
か
で

ウ
〆
、
ン

ω

ーは

フ
ラ
ン
ス
の
N
A
r
o
脱
涯
と
茨
米
軍
に
よ
る
次
州
で
の
－
ハ
刀
削
減
を
埋
め
合
わ
ぜ
る
た
め

の
軍
花
b
y
求
め
る
C
D
U
は
V
L

の
見
守
派
右
牽
制
し
、
「
ι何
日
付
一
心
弱
梧
同
家
む
な
割
ん
は
わ
が
国
の
利
引
に
反
す
7
9

一
と
述
ペ
町
中
占
下
一
昨
で

ぃ、F我 G)
d渋
仁重
S さ
( "' 
E :t' 
ι：グ〉

c 

乙 C

4二ま
→〉？ 

主可ミ
＇；西

f ii 7, I 日¥J 
1ぜの
:': 協
寸ニ＂

二＂た
f 絞
主関
どと 〔〉

悶百i:z

てや；
1、＇＂-Fi: 
匂f日' er 
こス
れた
らと

t 七
' ii oィi
’｛～ 

1 '' " 、ロス
しj 、F
ンペ

h れ
之 主こ
／ 

ト炊
正文 付サ

権安，、／、，，，壬
よii'.
グ i予 ヤ

丸ノ 内よ

八協
() )J 
』ム
ー，＿＿. 7¥ 

代
の
コ
ー
ル
政
権
ご
対
外
政
策

戦
略
hJT
ぷ小山
μ

て
い
く
こ
と
に

ド
イ

y
に
と
っ
て
緊
張
緩
和
以
外
亡
し
内
択
肢
は
な
い
よ
唱
え
た
ろ
ン
シ
ベ
マ
ム
～
が
、
色
ち
ろ
ん
九
肢
で
川
町
側
に
接
近
L
、
ご
っ
と

N
A
T
O
の
一
六
機
能
で
あ
る
防
街
乙
緊
長
絞
和
字
情
げ
し
た
「
ハ
パ
メ
パ
報
に
へ

「
大
出
洋
司
盟
の
マ
グ
「
与
ル
ヤ
ノ

え
方
は
、
常
に
こ
の
柿
告
の
組
己
円
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ

、J
た
？
わ
け
で
は
な
い
。
ゲ
ン
シ
ャ
？
は
、

え
ハ
ιし
年
）
」
に
μ
式
的
1
1

こ

J

一
料
叫
ん
ど
ラ
ケ
イ
ン
ヤ
ヲ
の
、
安
全
保
陣
政
況
に
関
す
る
考

川
間
独
が
冷
淡
の
h

恥
前
線
に
付
置
「
司
令
以
i
、
そ
の
袋
張
緩
和
政
策
は
、

ム
宗
主
保
障
り
ぷ
州
法
、
す
な
わ
ち
軍
事
カ
ピ
よ
る
誌
づ
け
か
一
必
要
／
「
ぶ
1
L

い
ん
f

n

仙
川
万
明
、
西
独
が
来
に
接
近

γ
る
こ
と
は
、
軍
事
的
膨

張

ι士叫

〕戎
1
J
J
G
何
個
諸
一
同
心
不
信
吉
招
く
こ
と
に
も
パ
宍
か
る
も
の
で
み
♂
h
、
そ
、
れ
ゆ
え
に
内
独
の
安
全
保
除
は
凶

日記 ！，j）、学） 08口市υjl別［2iJCS.S' 



側
同
盟
の
枠
組
み
に
日
強
円
い
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
な
け
れ
は
な
っ
古
か
っ
た
c

同
州
問
問
問
を
弛
に
、
以
去
防
衛
政
策
と
、

東ト
H

リ
政
箭
を

ゲ〆：首
シれ
ヤ

' -c 

;j: ;j: 
1 な
;C｝！ く
五、
lぺj 付↓
問又 h-*' 'j_ 

張ぬ緩・，，：：
fu関
政係
策cc:: 
l あ

J三河
ミ見 ~Ji 
L外
て女；
L、0)

十
、
支
柱
と
し
て
い
軒
つ
け
る
、
｝
の
F

で
勺
な
州
独
の
安
全
仏
障
政
札
品
川
J
f
、

さ
て
、
シ
ヱ
ル
は

S
F
D
け
ヴ
ィ
ワ
・
／
ラ
シ
ト

し
、

υ
！

j
i／
j
J
f
 
西
独
初
日
一
主
～
山
中
道
山
必
ず
一
政
権
を
誕
魚
六
九

一
時
野
ー
コ
っ
て
h

た
F
D
F
法、

14び
守
党
の
直
に
復
i
M
し
た
川
ゲ
ン
、
ン
ャ
ー
は
、
ブ
一
ノ
／
ト
泊
干
の
京
万
外
父
で
売
ら
れ
る
こ
の

司
法
惟
に
、
山
J
Fと
1
て
初
入
荷
古
来
た
し
た
に

F
D
P
4俳
人
比
一
門
で
も
あ
る
ン
コ

l
ル
は
外
相
に
就
任
、
東
独
と
の
立
川
本
条
約
締
札
な
と
、

東
川
肘
北
一
向
と
わ
関
係
改
常
rL
携
わ
っ
た
し
ゲ
ン
ン
。
ー
は
、
札
こ
の
役
信
市
一
代
連
邦

ιパ
仙
川
判
明
二
九
仁
川
年

L
J
L
！
一
一
戸
コ
一

1
i
Jノ刊」

t
f
i
》

シ
ゴ

1
凡
心
路
線
を
引
き
絞
ぐ
こ
と
L

な
る
F

実
74、
地
付
士
八
L
A
品
昨
い
ア
ン
バ
ー
ッ
ー
で
お
ペ
ー
た
ゲ
ン
ン
？
！
日
子
、
次
期
F
わいム
J
池
内
と
な
る
、
」
と
は
ー
一
別
で
ゐ
》
一
に

J
むト川、

外引（

外
交
、
り
実
務
経
験
1

一語山口
J
M
、
り
乏
し
か
っ
た
彼
は
当
初
、
ぬ
れ
の
州
知
引
に
は
な
ら
ず
、

内
相
（
山
一
地
慨
に
と
ど
j
つ
に
ま
ま
、
党
院
に
な

る
こ
と
を
k

品
川
」
ょ
し
た
っ

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

、
〕
か
、
以
内
相
は
、
内
政
！
の
桟
必
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く
、

党
首
が
v
ふ
何
「
る
に
は
危
険
の
争
い

｛
ノ
た
）
そ
の

T

は
、
ま
も
ー
ゴ
く
首
相
附
で
起
き
た
ス
干
匂
l

J

グ
ル
に
よ
り
斗
＝
目
さ
れ
た
v

ノ
ラ
シ
ト
川
相
の
側
川
一
に
同
円
以
ス
パ
イ
の
疑
i

訟
が
党
党
、

γ人

（
「
ギ
司
ム
事
件
）
。
プ
一

7
dト
ば
引
責
辞
仔
、
白
川
相
殺
は
ヘ
ル
ム
’
ト
・
シ
了
、
／
卜
UV務
椙
に

の
で
μ
ぬ
る

ゲ
／
ン
ャ
ー
は
、
内
仰
で
あ
っ
た
に
v
A
fト
か
わ
ら
ず
、

ス
パ
イ
事
件
の
責
任
、
石
間
わ
れ
な
か
う
ー
だ
ハ
次
期
F
D
P
党，
H
と
あ
る
ケ
ン

ご

J
f
l
は
、
非
μ
政
権
継
絞
り
が
叶
人
一
で
あ
り
、
ず
れ
ゆ
え
シ
ュ
ミ
J

T

政
rut
に
お
い
一
ト
必
安
T

公
刊
欠
の
存
什
刊
で
あ
フ
に
u

野
瓦
J

勺、

将
来
の
潔
…
一
十
議
力
を
丸
川
唱
え
て
F
D
V
と
の
刈
係
争
悪
化
さ
ァ
よ
「
と
は
し
な
引
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

ド
り
nr
が
山
地
立
形
成
心
キ
ャ
ス

ア
ノ
〆
グ
ボ
l
｝
乞
握
る
存
主
で
あ
る
た
め
に
γ

は
か
な
ら
は
か
っ
た
c

、
一
む
お
ヰ
ん
と
絞
ね
す
る
た
川
町
に
も
、
党
員
i

一
身
が
重
火
ポ
ス
ト

（！メ人比主手、 cs'1 181' Bl '20凶＼， c' 



r日

で
あ
る
外
利
の
出
会
一
江
川
川
、
〕
亡
お
く
り
七
九
十
一
一
？
のJ

ゾ
γ
ハC

こ
う
し
C
ゲ
／
ン
ャ
ヲ
ー
は
外
相
就
円
を
決
意
、
以
去
三

J、
円問

f

弔一一昨即

明

RJE凶
係
の
狭
間
三

ぃ
ハ
〉
ヰ
代
、
ゲ
ン
ン
ャ

i
は
外
相
来
副
首
何
、
ご
し
て
、
ン
ェ
ミ
ッ

i
に
次
く
高
ド
人
気
を
軍
民
の
間
で
博
L
た
。
ゲ
ン
ご
J

ャ
は
、

外
交
官
に
し
で
の
経
験
不
足
を
培
、
え
る
品
目
、
い
涜
£
感
三
円
ず
っ

i
で
あ
っ
た
が
、
ー
ら
れ
帝
ハ
げ
を
求
げ
の
て
い
く
タ
イ
イ
や
は
な
か
っ
々
n

ま

心
対
？
μ
よ
h
J
D
M
吋
話
と
ち
久
協
を
草
判
叫
す
り
わ
ω
仲
恨
の
叫
絡
は
、
シ

f
l
y

首
い
恥
い
の
拾
レ
リ
ー
ダ
ー
一
ン
J

ブ
と
も
前
九
人
す
る
こ
と
が
な
か
〈

つ
の
政
持
で
一
八
ん
ri
問
に
液
η
外
引
を
務
め
す
に
ー
ク
ン
シ
午
ー
が
一
員
し
く
毛
悔
し
た
の
が
、
以
州
政
恥
と
C
S
C
E
一
以
策
で
あ
る

ゲ
ン
ン

h
l
に
と
っ
て
、

ι明
日
付
は
一
Hr

イ
y
外
！
父
に
お
い
て
、
特
別
心
位
青
E
hめ
る

合

c
J
フ

崎
一
州
統
台
は
左
右

の
両
政
棺
b
f
浦
一
い
と
こ
火
事
業
て
も
あ
っ
た
P

Y

と
く
に
、
ゲ
シ
ン
「
ー
は
、

ヒ
C
加
盟
凶
♂
一
九
ヒ
ワ
平
に
設
け
り
た
政
府
間
協
力
制
民

「
吹
件
ノ
政
治
協
ハ
バ
～
E
p
rし
こ
の
発
波
山
バ
、
々
す
る
と
同
時
に
、
と
の
制
叫
ご

ι叶
川
町
、
し
て
、
ー
ィ
ー
の
故
件
正
慌
の
姿
努
を

γ
ピ
i

ル、

τ三
ゲ
J

ンヤ
v
t
は
え
八
一

4
、
安
〈
f

保
障
や
ー
た
d

の
叫
に
も
協
力
分
野
宇
一
拡
大
す
る
一
」
乙
主
提
系
ず
る
ー
ゲ
ン
ン
ベ

i

H

コ

υ
エ
：
イ
コ
ン
f

チ
ブ
」
を
イ
タ
j
ア
外
相
と
共
同
品
川
十
五
、
こ
～
v

内
同
の
阿
川
び
か
け
は
、
ゆ
一
の
志
准
的
な
門
存
川
た
め
に
、

円
ハ
体
的

主
人
吹
出
ぶ
に
は
あ
ま
り
つ
な
？
刀
ρ（
J

h

ぽ
か
っ
た
が
、

共
同
一
外
交
・
F

久
全
保
障
政
、
ぬ

に
向
け
ず
九
布
石
を
ぞ
っ
こ
乙
に
な
J

将
来
の

全
欧
州
安
保
渇
力
会
設
（
C
S
仁
r

トヒ

4
J
i
lに、

う
子
ン
ャ
9
M
I
l
l

父
に
欠
か
せ
な
い
ヂ
（
克
己
あ
る
ハ
（
n
h
c
E
は
、
吋
戦
P
の
欧
州

の
緊
張
緩
和
、
ト
ヤ
互
安
A

W
山
貯
な
河
惜
し
、
欧
州
ζ

ノ
述
、
米
加
か
ら
な
る
よ
I
比
比
一
尽
の
参
加
一
り
も
に
、
む
ー
ペ
ハ
刊
に
一
ヘ
ル
シ
J

F

R

取

終
議
定
主
一
円
l

を
一
抹
抗
L
て

uょ
に
充
足
し
た
U

（
S
C
E
は
そ
の
絞
、

九
九
－
九
九
に
全
欧
州
立
保
湯
力
機
総
（
O
r
h
L
E
）
こ
し
て

常
設
刺
殺
と
芯
っ
℃
レ
る
＝
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ゲ
、
〆
シ
ャ
ー
に
と
っ
亡
、
亡
S
C
E
は
、
「
ド
イ
ソ
問
題
」

の
関
連
で
三
市
長
で
あ
っ
た
c

王
式
な
外
？
父
関
係
の
な
い
東
独
と
の
問

係
は
、
首
相
川
山
初
心
川
一
円
特
ど
あ
り
、
外
務
省
が
恒
一
誌
に
は
斗
d

れ
ヨ
い
泊
域
で
あ
っ
打
。
そ
こ
で
、
ゲ
ン
シ
ャ
市
は
C
S
C
E
と
い
ベ
多
凶

向
山
討
議
の
件
一
件
み
を
活
用
し
、
！
足
数
y

の
パ
イ
プ
キ
確
保
じ
て
つ
ぐ
し
た
り
で
あ
る
ロ

ゲ
シ
シ
ャ
が
外
相
に
就
午
ー
し
た
九
じ
週
午
h
ヨ
h
f
H
3
仁
い
い
い
の
え
体
仮
中
民
ぐ
Y
G
六人

H
b
p
ま
さ
に
五
行
中
で
為
J

三円

耐

ml
山
十
止
は
、
欧
州
の
証
一
境
線
の
取
り
ほ
い
で
あ
っ
に
。
ノ
山
地
問
は
、
第
二
次
引
官
界
太
一
刊
で
猿
ん
汗
し
た
欧
州
の
庄
境
乙
努
力
問
を
体
保
ず
る

こ
め
こ

U

沼
市
制
不
可
侵
の
以
副
官
、
ド
工
張
し
た
に
、
」
れ
は

同
担，，

と
P

＼
に
将
b
A
の
統

u

j
能
性
を
残
し
て
お
き
た
い
ヨ
西
独

ιと
っ
て

パ
え
行
入
れ
ら
、
れ
る
も
の
で
U
J
r暗
か
っ
た
し
、
一
心
円
－
一
廷
は
、
ゲ
デ
ン
ャ
！
と
ふ
ァ
シ
〆
ジ
ペ

l
、
グ
ロ
ム
ノ
コ
の
独
米
ノ
一
一
刀
一
両
外
干
の

k
同
パ
リ
に
よ
n

ヘ
ル
ン
ン
ャ
応
終
議
定
吉
に

と
い
う
規
乏
を
加
え
る
こ
と

U
T
和
的
子
山
ほ
と
協
！
ぺ
止
に
よ
る
凶
境
h
A
更
を
認
め
る

仁
一
お
じ
E
が
掲
げ
た

「

t
族
ー
一
決
一

お
よ
び
ー
済
界
的
仰
の
平
和
的
交
古
川
一

の
川
山
雄
は
、
ピ
イ
ツ
再
絞
一
の
重
剛
丈
yh
恨
拠
J
な

外引（

れ
ノ
、
ぶ
し
て
ユ
l
ゴ
紛
予
に
お
い
仁
、
刊
行
v

議
論
心
的
と
ん
弘
ぺ
一
三
υ

と
の
訪
問
日
ハ
訴
削
一
紙
交
渉
乙
白
川
仰
い
お
け
る
ー
ル
利
型
、
、
サ
イ
ル
心
配
備
と
い
う
矛
盾
、
ν
た
仇
立
を
同
日
町
に
行
っ
た
も
の
だ
が
、

えす
外
的
｛ま

（！メ人比主手、 cs'1 183' 18:3 '20怖に

J

了ミ

y
l政
権
時
代
心
役
大
の
い
品
絞
は
、
「
N
A
T
O
一
重
決
議
」
心
将
択
一
九
七
些
さ
で
あ
っ
た
に
一
、
の
決
議
は
、

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

ド
イ
ソ
の
店
側
同
叩
へ
の
忠
誠
心
を
バ
？
ず
効
果
が
あ
っ
た
c

、〕作
J

〕
ン
コ
ミ
ト
自
身
は
、
新
白
川

h
政
策
の
A

家
で
あ
る
所
民
政
先
日

p
n
u
山
亡
、
そ
の
信
用
を
落

ζ
L

方、

F
D
P
X
は
で
あ
つ
に
う
ン
～
J

ヤ
？
は
、
自
ら
の
詩
任
。
永
ほ
の
め
か
す
こ
ζ

亡
、
決
議

採
択
に
対
す
る
兄
内
部
か
ら
の
批
引
を
封
ヒ
込
め
る
h

一
こ
に
iv
功
L
た
ο

述
止
政
pu
旧

chuvyの
な
か
に
干
の
作
有
志
義
を
い
に
什
コ
ド
わ
ド

は
、
政
策
変
更
に
支
軟
な
政
党
で
白
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り

I
D
F
は
九
八
二
午
、
野
j

見

f
H
U／
C
S
U
／
五
ハ
対
し
て
、
シ
ォ
ミ
ッ

f
に
刻
1
る
不
信
任
案
会
議
会
で
述
、
喝
さ
ぜ

一一ふ〕

必～門
U

ヘ
ル
ム

l
r
’
コ
ー
ル
士
円
程
に
選
出
し
に
c

山
川
役
に
週
一
J

入
さ
れ
に
1

建
設
的
ギ
信
仰
主

じ
り

U

町
別
山
広
十
は
じ
め
て
透
川
肘
し
た
政
権
交

番
の

、
" 
f聞



r日

代
で
あ
る
〉

J、
円問

ゲ
／
ン
ャ
ー
は
、
ト
年
代
S
F
P；
h
J
N
A
I
O
二
亘
決
議
」
に
お
い
て
実
杭
が
決
ま
コ
た
4
1
距
離
r

蝉
這
、
、
サ
イ
ル

円
削
備
に
抵
抗
し
七
三
ノ
平
山
地
げ

um消
の
な
原
因
乙
し
て
い

－
N
F
 

内
側
同
開
へ
の
忠
誠
の
に
の
に
、
守
山
の
決
断
を
L
た
と
い
う
わ

け
で
為
る
。
し
か
？
実
際
の
述
山
は
、

ド
u
p
の
守
政
政
策
刀
新
保
一
一
rL
誌
の
流
れ
を
Jχ
円
、
社
会
保
障
よ
り
も
粁
治
成
長
を
重
視
す

る
方
向
に
路
線
牝
換
し
に
」
ζ

で
z
めっ

一ンュ、ミ
y

h

V

↓
山
吉
切
る
形
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

ウ
ノ
シ
午

l
は
外
不
と

L
てパ
γ
一
」
（
り
芹
務
に
は
ー
あ
く
ま
で
も
忠
実
で
あ
J

たに

ご／
7

一
ミ
ソ
ト
の
怯
レ
要
請
も
あ
J

て、

I
X
F
邑
I
山
一
配
情
一
日
両
は
実
r什
さ
、
れ
た
c

そ
し
と
新
政
権
に
お
い
C
J
b
、
ゲ
ノ
ン
↑
ー
が
川
叫
が

に
留
任
す
る
、
一
と
に
よ
ラ
て

従
求
心
外
交
路
線
が
縫
紋
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
…

し
か
し
、
学
』

は、

F
U
P
は
品
川
口
ピ
犬
山
仰
に
減
ら
し
す
7

l
N
P
政
策
で
、
仁
氏
枚
・
4
T
和
王
義
者
の
不
耳
目
ゲ

に
の
で
為
る
U

りJ
り
μ
持、

F
O
F
i
専
の
経
湾
政
策
♂
ド
巨
尾
に
終
わ
っ
三
一
」
と
ん
仇
ど
が
引
毒
剤
す
し

F
D
F
所
一
広
一
悶
僚
が
汚
職
事
刊
で
川
河
ま
り
、
え
は
ま
す
ま
す
多
く
の
支
持
者
や
や
べ
っ
た
υ

買
っ
一
と
い
I
h
j

」
と
に
出
九
、

ト
民
心
よ
よ
ー
な
ふ
d
l
v一日明叫んソえや、

お
凶
川
淵

冷
戦
の
い
パ
ー
か
ら
ド
イ
y
内
競

ヘ

4

9

ル
政
持
に
お
い
て
、

V

〆
シ
ャ
ー
は
、
外
父
政
波
の
分
針
亡
、
相
り
の
批
P
H
M
U
を代
f
山伺
u
f
司令、

τ）
が
で
き
た
っ
そ
1
d
J
ても、

D
U
／
仁
川
U
U
と
の
述
立
は
、
外
父
政
策
を
F
D
P
の
管
轄
領
域
と
す
る
い

の
ず
あ
る
。
ま
た
、
同
際
政
治

の
哉
容
で
J去
の
つ
～
間
仕
者
J
J
L
－
ミ
ッ
｝
と

U
付
時
的
に
、

地
方
政
治
か
ら
た

γ芦
l
げ
の
政
ム
出
家
セ
あ
る
ゴ
ル
は
れ
交
政
策
に
ボ

日間れ
C
4め
っ
た
U

一
」
孔
ら
の
事
情
が
、
外
相
作
辺
誠
心
似
こ
し
つ
、
反
立
の
点
も
ャ
リ

γ
乙
実
績
を
お
っ
ゲ
ン
シ
7
1
1
に
特
別
な
泊
付
い
か
ト
コ
え fcl 
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YU
ぃ

一
？
ハ
午
ゴ
り
ピ
政
権
に
彼
H
m
L
Lぺ
C
D
U
／
C
S
U
は、

ゲ
／
シ
ミ
i

と
F
D
P
を
全
而
的
に
信
相
7

し
た
わ
け
ご
は
な

か
っ
ん
一
」
事
実
l
、
ン
了
、
：
ト
か
り
引
き
継
い
だ
ゲ
シ
シ
ヤ
ヲ
の
外
交
路
線
は
、

仏
統
的
仕
様
力
外
ハ
2

ん
を
亘
視
す
る
r
M
J
的
な
仁
わ

U
／
じ
い
m
U
の
h

一7
パ
ュ
以
の
そ
れ
L

一
ば
一
似
を
剖
1

て
い
に

J
2
7
ル
泊
析
は
、

ゲ
、
〆
ン
ヤ
v

の
欧
州
政
策
等
に
は
系
本
ー
的
に
協
力
的
で

忘
J

～
川
I

、
世
話
な
事
引
に
お
い
に
は
で
宰
権
を
は
告
し
よ
～
寸
午
L
f
n
ν
日
和
は
仁
D
U
／
C
S
U
方りい外－
t

父
政
治
の
変
不
を
求
吟
る

グ
ル
ー
プ
を
言
拒
府
に
新
民
さ
げ
一
、
ゲ
J

、ン
T

Y

」
F
D
F
の
外
交
路
紛
に
対
抗
？
？
る
占
実
卜
の

第
二
外
市
町
符
」
と
し
亡
機
詑
さ
山
一

ん
～
f
－
キ
〉
た
、

C
D
l
C
姉
妹
ず
つ
H
で
カ
λ

リ
ソ
ク
孜
刊
に
の
多
し
南
部
の
バ
イ
エ
ル
〆
川
正
司
に
本
拠
品
川
守
山
内
く

csuし
は
、

qu五オ
l

ス
ト
リ
ゾ
や
ハ
J

ガ
リ
！
な
や
と
の
中
欧
諸
同
と
の
独
自
の
池
域
協
力
明
日
可
を
深
め
よ
う
と
し
て
、

ド
U
P
及
び
外
務
省
と
し
ば
し
ば
サ

υ一
し
た一九
八
f
弘
、
ん
ノ
ン
、
ン
ァ
ー
は
、
J

丸
干
に
凡
運
営
を
れ
サ
ー
＼
い
と
し
て
、

ド
D
ド
沿
白

b
r
r
L

い
け
、
一
問
で
の
一
致
を
条
件
、
f
L

外引（

と
成
げ
し
I
H
J

コ
ー
ル
だ
立
政
権
に
お
い
て
は
、

ド
D
F
が
連
止
の
買
と
し
亡
の
十
勺
在
感
心
乙
ア
ピ
i
凡
で
き
る
部
域
は
対
列
政
策
以
外

に
な
か
っ
L
r
u

ゲ
ン
、
ノ
ャ

i
h川
円
相
の
服
務
に
寺
会
す
る
こ
と
で

ドハリ
F
の
死
活
領
域
と
い
う
べ
＃
い
町
外
ー
政
浪
で
の
成
長
を
挙
げ
ト

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

っ
し
」
ム
ん
の

同
じ
く
六
一
八
十
打
午
、

仙
川
川
共
通
の
家

同
際
TP、
ぶ
に
は
た
き
な
従
化
が
起
一
」
ろ
λ

と
〕
て
レ
わ
c

ル
」
拘
げ
る
ゴ
河
川
J
J

一
司
フ
が

ソ
注
目
八
ぽ
冗
書
記
長
に
沈
粁
1
1
米
い
ノ
川
尚
子
よ
う
や
く
手
料
交
渉
中
山
汁
閉
し
行
の
で
あ
る
J

ゲ
ン
シ
ャ
7

は
県
八
六
司
U
円
心
初
会

談
の
際
、
ゴ
ル
パ
ヲ
ョ
フ
が
行
指
す
欧
州
共
通
の
忍
」
は
、
分
断
状
態
刀
一
訴
消
な
し
に
あ
り
え
な
い
こ
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
｝
ノ
新
吉

己
反
は
束
向
付
引
の
再
却
に
向
円
七
ド
f
ツ
側
の
白
山
欲
に
述
併
を
不
し
た
U

ソ
述
車
内
ア
フ
万
〆
い
K
攻
で
、
へ
川
被
構
造
が
袋
小
路
に
人

り
込
P
U
で
い
に
八
つ
年
ム
バ
初
頭
で
す
ら
、
一
陣
p

宮
を
お
え
丈
対
前
」
を
訴
え
続
円
て
い
ー
た
ゲ
ン
J
J

ャ

i
に
；
っ
て
、

v
速
の
変
化
は

問
題
の
解
決
に
判
、
r
h
l
J
L

税一川井高

J

た
に
ケ
J

シ布

l
は
一
九
八
七
年
月
に
、
人
ノ

λ
の
ダ
ヴ
ォ

つ
の
ド
J

1
ノ一

（！メ人比主手、 cs'1 lお＇ l部＇ 20凶＼， c' 



r日

ス
で
悶
催
さ
れ
ス
計
問
介
k
h
m
フ
L
j
！
ラ
山
ド
お
い
て
、
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ゼ
口
棄
を
真
剣
に
受
け
止
め

へ

吋

と
彼
の
政
治
改
革
に
記
憶
rMV人
山
行
を
表
明
ー
v
h
」J

と
訴
え
、
ブ
ル
ハ
チ
ー
寸

J、
円問

’）か

L

ソ
述
に
対
ず
る
V

〆
シ
ャ
ー
の
ご
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
一
次
英
の
政
砕
か
ら
ふ
評
を
同
一
三
た
、
同
鉱
山
身
乙
い
う
彼
心
山
川
出

と
ゐ
J

ま
っ
て
、
判
ソ
有
印
五
議
け
川
氏
名
刊
と

L
て
一
ケ
プ
ン
午
ワ
ザ
ヘ
ム
t

な
る
刑
罰
が
流
有
し
て
し
主
っ
た
ほ
ど
て
占
め
っ
た
。
大
川
凶

ホ
山
ハ
向
日
僚
は
、
西
ド
イ

y
hれ
白
父
に
い
ご
で
欧
州
統
合
政
浪
ζ

止
ぶ
一
定
石
1

で
あ
り
、

ケ
プ
ン

t
i
は
布
午
い
問
問
を
活
じ
て
、
こ
の
間
同
係

を
制
官
刊
配
す
る
、
一
と
は
決
し
と
旨
か
っ
た
に
他
々
で
、
同
ト
イ
ソ
正
利
川
を
抗
議
す
る
た
め
に
必
民
と
お
ら
ば
、
米
市
へ
に
対
す
る
斗
寂
し
い

市u昨
札
J柏
u
h
－
－
め
ら
わ
な
か
っ

そ
の
た
め
一
ア
デ
ナ
内

r
l
ゎ
孫

一
あ
て
に
な
ら
立
い
人
物
」
と
み
伝
さ
れ
て
い
た
へ

を
白
石
川

rJ司
令
コ

l
ル
首
本
ー
が
い
み
支
か
ら
Z
L

れ
な
わ
の
許
似
を
何
J
人

む
に
付
し
、
ケ
ン
ン
恥

1
は、

ゲ
／
ン
ふ
り
ス
ム

咋
4
N
t
J
U

J
！

l
h
 

rρ
対日

N
u
i
～
の
一
灯
代
化
間
以
で
、

応
出
…
に
迂
し
に
J

中
距
離
伐
戦

千
九
一
八
九
去
の
一
以
前
都
怜
兵
界

h
A
廃
支
条
約
拍
准
民
間
J
3
秋
山
川
大
停
に
は

九
入
札
片
木
荒
川
M
7
ン
ス
心
近
代

サ

f
ル

ー
ツ
ン
ス
が
伐
ペ

C
い
っ
し

化
ー
ピ
計
一
与
し

内
湖
向
山
恨
の
計
れ
を
り
ト
マ
ス
試
験
紙
に
か
け
る
格
好
と
な
っ
た
L

こ
れ
に
い
川
し
回
奴
政
的
は

ゲ
ン
J

守
！
の
一
引
比
一
語

に
よ
一
け
計
潤
の
会
け
へ
れ
を
但
ぶ
円
、
）
た
r

受
け
入
れ
相
否
と
い
う
点
で
は
、
松
町
民
併
を
次
介
ー
に
伴
え
、
反
戦
的
な
也
前
を
志
設
す
る

／）、も、

射
訓
ト
児
院
ぃ
引
泣
く
仕
れ
ば
な
る
ほ
と
ド
イ
y
人
が
」
か
り
手
ノ
〈
死
ぬ
」

診
し
J

い
く
で
が
、
意
出
が
叫
は
し
て
い
七

J

1

1

；
J

：
ー
：
：
、
！
；

と
い
う
連
μ
政
権
内
の
C
D
U
ノ
／
C
Q
、
り
保
一
J
派

｛

d

ゥ
、

ご

I
A
T

ゲ
／
ン
ャ

1
h
L～
又
げ
人
れ
を
日
否
し
丈
一
庄
市
は
、

S
N
F
m
…
v

近
代
化
目
タ
イ
ミ
シ
グ
と
戦
抗
的
続
一
一
円
心
叫
力
の
側
面
で
、
夜
側
t
の

A

川
順
一
般
成

F
J
V
F
L目
味
？
た
か
ら
↑
ど
あ
る
川

近
代
化
計
刊
を
走
行
人
れ
れ
ほ
則
干
に
烈
距
離
ミ
サ

f
ル
の
ト
ヴ
的
削
減
ip
土
六
川
町
し
た
ゴ
ル
パ
ヲ
司
ブ
と
、
西
側
の
州
地
球
三
サ
ノ
ベ
I

凡
心
不
桂
一
昨
維
に
あ
る
ド
フ
ン
ド
を
は
じ
め
東
側
の

一川守

衛

E
C
不
信
を
招
く
ご
と
に
去
る
か
ら
し
J

コ
た
〈
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の
政
U
小
関
係
主
お
」
び
マ
ス
コ
ミ
の
阿
川
で
は

沢
代
化
計
過
に
汁
す
る
仙
川
の
引
ベ
ミ
I
O
剖
盟
同
や
フ
フ
、
J

ス
の
消
仏
間
附
訟
夜
は

さ
し
仁
丙
視
さ
れ
ず
、
内
独
へ
の
沢
ー
信
感
だ
け
が
以
が
っ
た
υ

と
く
に
汁
ッ
ザ
々
、

h
梢
は
、
ゲ
ン
シ
ャ
市
心
「
υ
吊
に
ノ
速
に
対
し
て

9
 

よ
れ
采
軟
で
r
A
灯
的
な
能
t

皮
に
批
判
的
ぜ
あ
う
た
υ

サ
ッ
う
ャ
ー
は
、

f
ル
パ
J

ョ
ブ
J
T
B
く
か
コ
一
許
伍
し
七
百
削
指
導
討
の
人

C
占
め
っ
た
が
、

ラ
パ

1
ロ
条
約
」

の
再
判
叫
ん
で
怨
起
大

1

る
独
ソ
減
収
仰
へ
の
懸
念
と
な
る
と
話
は
別
だ
っ
と
り

米
L人二
古」

＂し

内
悦i;:s 
jロザ

東
側

じコ
緊
張
殺
千日
を
併
HJ 

る
ゲ

〉／

日

一
現
実
的
緊
張
終
和
政
浪
」

は
、
〆
一
↑
八
マ
ル
ク

時
代
の
よ
う
な
荻
h
了
外
父
に
す
ぎ
な
古
っ

J
1
S
X
F
利
減
）
で
米
独
慌
に
流
れ
た
気
ま
ず
い
電
器
仲
叫
気
す
払
抗
FJ
る
に
は
、

レ
l
刀
、
J

か
ら
ゾ
ソ
シ
コ
へ
の
攻
F

縫
？
父
代
と
、

Z
I
－－れ

f
J

戸

〕

f
－

さ
て
モ
ス
ク
ワ
で
始
ま
っ
た
変
化
は
、
次
第
に
点
以
諸
国
の
権
威
ム
下
義
的
ム
円
以
以
出
掛
一
叶
加
～
に

こ
い
っ
た
東
独
政
府

も
、
土
日
内
心
山
に
お
き
に
れ

一
九
八
九
三
ゐ
秋
、

つ
い
に
ベ

y
uン
心
接
合
解
訴
し
た
東
独
司
は
勺
初
、

再
fC 

よ
り
も
え
ム
下
化
や

外引（

俊
光
し
、
山
内
的
日
と
の
条
約
共
同
作
圭
討
を
提
一
不
「
る
だ
け
て
あ
っ
た
っ
」
れ
に
引
し
C
コ
ー
ル
色
相
川
目
、
山
知
臼

ブ
ツ
ノ
戸
、
γ
叩
ア
臼

「
？
イ
y
と
l
i
口
y

ハ
の
分
断
を
i
k
閉
山
す
る
た
め
の
卜
広
岡
計
凶
を
連
邦
一
誌
人
民
で
か
百
表
、
続

へ
の
む
き
が
成
に
向
λ

同
内
（
U

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

各
政
令
市
勢
力
の
議
論
p
f
l

同
め
る
と
と
も
ピ
、
川
山
際
社
会
の
関
心
主
集
め
た
一

規
一
い
は
凶
際
的
ド
は
第

次
世
界
大
戦
の
戦
勝
目
刀
同
け
つ
＼
統
ド
イ
〉
の
N
A
－
－
け
帰
属
問
題
な
と
の
懸
久
常
事
…
唄
ピ

7m認
す
る
か

こ
え
か
が
大
き
な
ん
ド
抵
で
あ
コ
た
J

ウ
ン
シ
ャ
ー
が
こ
だ
わ
3

三
τ
は、

ド
イ

y
の
将
来
に
閑
「
司
令
」
れ
つ
の
問
思
を
、
六
t

M門
ヘ
乳

出
一
司
ド
イ
ツ
、
米
り
丈
仏
ソ

の
判
叫
で
話
1

）
U
C）
了
二
、
こ
く
に
「

ζ
円
形
式
で
、
す
な
わ
ら
ハ
ゥ
同
司
刀
鴻
誌
を
一
刈
ド
イ
ツ
ム

ゲ
ン
、
J

で
の
粘
り
強
い
交
点
の
結
来
、
一
十
凶
t

形
式
に
つ
い
て
、
各
也
外
拒
、
午
り
わ一、巾〕

け

S
N
I
」
／
吟
ぐ
る
話
L
九
U

J

ん
で
通
じ
て
信
頼
対
係
を
構
築

L
に
、
本
「
ん
の
ベ
カ
析
で
い
務
長
官
か
ら
そ
の
こ
と
へ
の
河
一
併
を
ノ
打
に
。

法サ心？、川と：

C
一勺ゴフここ↑／
L
t
J

つ
三
n

？
i
j
く

2

j

7

そ
L
C約
仁
J

ノ
い
乃
に
わ
た
る

一l

司
会
議

v
u
f
J
守
ム
一
月
（
一
円
）
月
J

f
L
P

川
一
げ
に

f
ノJ
J

ノ
入
り
意

を
山
柱
、
、
彼
此
川
河
川
カ
凶
ぽ
統

（！メ人比主手、 cs'1 187' 187 '20怖に



r日

同
b

を
剖
干
平
ー
す
る
ャ

ζ

コ
v

！
ル
連
立
政
棒
の
恒

｝
イ
y
は
九
九
（
1
4
1
0
月

ミ
ト
れ
た
c

ユ
の

勝
だ
っ
た
わ

J、
円問

、L
の
よ
う
な
ド
f
y絞
ま
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
京
司
令
守
二
、
西
独
同
門
に
お
い
て
そ
の
ニ
ム
サ
棒
を
握
っ
た
の
は
ゴ
ル
℃
あ
り
、

パ
川
］
際
引
ム
ム
に
お
い
亡
そ
の
行
方
中
一
方
2

ノ
ロ
守
し
た
り
は

大
川
一
の
い
十
一
子
川
で
あ
つ
に
。
プ
ッ
＼
J

ォ
新
政
権
は
将
来
の
欧
州
一
心
十
へ
司
を

本
ソ

N
A
T
O
陣
営
に
九
ご
と
取
↓
込
わ
い

FJVと
杭
コ
て
、
ぺ
十
い

ん
つ
凶
ド

f
ツ
政
府
に
1
止
訂
正
平
表
明
L
、
ゴ
凡
パ
ヂ
サ
プ
も
も
は
や
ド

イ
ツ
人
の
日
決
へ
の
意
思
を
E
定
し
な
か
、
ノ
た
c

こ
れ
ら
の
二
立
を
取
り
汀
U
る
た
め
に
、

ウ
ノ
ン
ゎ

I
は
一
ト
イ
J

対
刊
の
知
人
ハ
ト

裏
一
一
し
、
あ
く
ま
で
も
外
右
と
し
て
わ
謂
艇
が
役
に
徹
し
た
乙
仇
こ
し
て
ゲ
ン
〉
収
ー
は
そ
の
よ
h

つ
な
役
、
し
日
」
ろ
に
お
レ
て
、
非
常
に
能
力

を
ur持
す
る
人
物
で
あ
ラ
た

ギ
ン

γ
h
ー
は
ん
払
い
制
刊
は
を
欠
く
一
ん
で
、
柔
軟
慌
に
宮
む
訂
以
治
家
て
ん
り
、
そ
の
特
性
は
、
自
ら
が
身
を
附
い
た
小
党
l
L
同
じ
く

「円
J
じ

l
張
主
す
る
よ
り
も
、
副
恐
刑
心
政
J

バ
ケ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
一

一
、
り
主
、
な
政
治
ス
タ
イ
ル
は
、
誌
か
に
回
以
が
お
’
か
れ
た

内
外
の
政
出
状
記
九
対
処
fJ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
あ
J

た

，.，、
人J

ぱ

に
よ
り
人
一
一
、
領
と
も
に
欧
州
一
の
況
脱
主
持
ち
一
、
白
〕
か
、
も
そ
の
山
原
に
や
置
「
る
国
家
！
こ
な
コ
た
ド
イ
ツ
は
、

ゆ
一
れ
ま
で
と
見
な
る
役
割
ピ
求
め
ら
れ
る
よ
弐
い
な
っ
て
し
た
）

た
だ
そ
れ
い
巾
’
と
の
よ
う
な
役
訓
な
の
か
ま
に
明
確
で
は
伝
し
F

っ
た
c

や
／
』
工
〈
子
生
ド
イ
ツ
は
、

マ
ロ
ッ
パ
M
門
際
政
治
に
よ
り
十
へ
き
仕
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
し
か
れ
い
吋
辺
諸
国
の
脅
威
己
注
る
よ
う
な
行

動
を
お
一
へ
ゲ
ン
一
J

ャ
ド
述
へ
る
よ

3
に

p
－

の
山
久
動
か
ら
ん
的
な
利
ι
舌
を
引
き
山
川
そ
う
乙
は
uE
わ
な
い

／｝いベ’ム正
μ
＋え

z
V
｝
正
小
さ
注
げ
れ
ば
な
h
，
な
刀
3

た
u

ま
六
T
L
（
そ
の
よ
う
日
と
き
に
日
午
、
〆
、
ン
ャ
ー
は
、
よ
り
に
も
よ
f
J

て
、
古
コ
て
ナ
手
ス
ド
イ
ツ

が
i
l
領
L
、
一
際
関
L
ア
コ
i
ゴ
の
丸
山
広
岡
山
必
に
潟
、
わ
る
こ
与
に
日
f

J

f

の
で
あ
る
。

日記 ！，j）、学） 08口市8) l別［2iJCS.S' 



合々；
刈J

幸善
一←

コ

l
汀
問
問
、
こ
ド
ノ
パ
ツ

う

γ

日

企

hA

ケ
で
ン
ャ
v

の
解
決
戦
欧
州

削
U
ム
山
菜
宍
和
IE一
述
お
「
山
家

7
1
コ
ス
ブ
ワ
ィ

7
で
は
終
拡
大
統
領
て
あ
っ
U
J
ィ
ナ
ト

i
h
一
九
人
口
年
に
い
牝
J
す
る
と
、
八
つ
の
え

共
印
？
中
j

e

オ
パ
治
州
の
代
表
者
三
構
成
さ
れ
る
い
注
邦
幹
部
会
を
中
心
と
す
る
長

μ指
導
体
制
小
数
か
れ
た
U

一
九
八
C
J寸
代
佼
半
に
日
る

と
述
沼
山
V
山
人
投
府
C
H別
収
続
も
あ
っ
て
、
芥
共
和
志
向
治
川
川
拍
44部
刀
充

μ
力
、
い
川
明
大
し
心
。
述
却
市
山
幹
部
会
は
、

レ
う
よ
打
も
む
し
ろ
各
大
花
山
の
へ
耐
争
の
控
ム
じ
と
一
ば
っ
た
乙

ピ
ル
ピ
ア
共
和
国
ト
人
統
紋
に
此
ド
忙
し
よ
ス
リ
ポ
ダ
ノ
ミ
円
、
、
J
L
け

門

／

子

山一〔
urc込町〕ロ

p
r一。町弓イロヨ

九

何

午

k当：

も
l
L
も
J
士
八
洋
党
れ
い
り
花
注
者
で
丸
ワ
た
が
、
ぞ
れ
松
川
県
総
ど
川
市
品
化
”
維
持
す
る
ιー
一
め
に
七
ル
ピ
マ
ノ
人
む
「
：
J

3

1

ア
リ
ズ
ム
に
が

外引（

、九人ヤ」

ィ症
は

J

ル
ピ
ァ
当
U

T
｝
多
数
派
主
止
め
る
ア
ル
バ
一
一
ア
系
作
い
尺
（
U
i九
R
V
が
滋
刻
な
事
能
い
と
な
っ
f
L

い
ヒ
ゴ
ソ
ヴ
y
p
臼

Jm州
の

円－
T
惇
を
停
止
す
る
芯
ど

ル
ピ
ァ
、
上
議
」
（
U
色
彩
が
れ
恥
い
政
y
恥
F

ピ
れ
よ
十
付
出
し
た
。

ク1打ヂフ承＂ i1c1，＼！とケ／ / ,, 

一
日
必
の
点
欧
革
命
の
流
れ
を
受
け
℃

コ
ー
コ
ス
ソ
ツ
ィ
f
述
邦
古
構
成
す
る
ん
和
同
で
も
次
々
午
円
自
由
民
挙
が
実

［

L
j

、

？
j

t
ノ

〔

A
斗

鈍
さ
れ
た
c
連
邦
は
分
権
派
一
、
ス
口
ヴ
ニ
ご
ア
、

ク

Uγ
ヲ
ア
、

ア
ワ
ド
一
戸
、
ボ
ス
ニ
？
・
ヘ
レ

y
エ
ゴ
ヴ
ィ
ザ
）
と
集
持
派
（
七

ヴ
ォ
イ
ブ
ォ
一
ア
イ
」
J

白
治
州
）

に
分
か
れ
亡
け
刊
げ
し

f
ラ
ヒ
部
の
つ
の
共
和
尚
、

モ
ン
ワ
ホ
グ
口
、

コ
う
ヴ
ォ
ペ
訂
作
川

ル
ピ
日

ぇ
ロ
ヴ
ー
一
一
一
ア
と
勺
門
ザ
チ
ア
で
い
れ
わ
れ
た
選
前
で
は
、

速
に
山
一
九
四
を
求
め
る
勢
刀
が
h

一
石
段
て
た
。
民
ヰ
ん
に
の
柱
ヤ
ベ
と
川
川
済
の
円
い
一
で

F
K
J
も
進
ん
で
い
た
ス
ロ
ヴ
寸
一
二

γ
cは、
住
民
投
票
立
へ
八
%
が
連
邦
か
ら
の
分
維
に
賛
成
し
た
U

ク
ロ
ア
ヂ
ア
や
は
、
車
一
一
弓
一
時
税
権

を
川
記
L

J

J

新
共
和
甲
山
中
区
法
が
山
リ
決
さ
れ
た
が

人
口
内

似
た
ι
占
め
る
セ
凡
ピ
ア
人
の
一
部
は
ヒ
ル
ピ
γ
j
A
E
へ
の
併
ム
円
」
／
求
め
、

政
宗
L
C
治
安
心
W1
同
と
の
衝
突
古
繰
り
也
し
た
に
こ
う
！
？
、
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
d

同
側
諸
温
は
、

コ
l
ゴ

c
m山出
品

（！メ人比主手、 cs'1 180' BG '20怖に

』了



r日

ど
っ
亡
解
決
可
能
ζ

み
な
、
二
連
市
制
の
絞
殺
を
求
め
た
－
ド
イ

y
も
同
稔
の
慾
戊
古
執
っ
と
し

ア
’
ト
J
a
hり

欧
川
ベ
ャ
的
判
の
山
町
で
深
刻
な
市

υ一
と
つ
を
呼
ひ
混
と
す
こ
と
は
昨
d

ら
か
た

ノyゴ

ぜ／

ン
斗少

） 
一マ7,, 

、＇＇1

初、
日記 ！，j）、学j 02 :i 今日j l別 [2iJCS. 日

il. 
)c 

ん
ソ
ン
、
ン
ャ
ー
は

fm
安
t
山
中
本
釘
土
誌
が
人
ハ
リ
リ
怖
と
う

ユ
ー
ゴ
速
い
邦
政
川
の
が
場
を
え
持
し
、
述

J、
円問

村
内
か
ら
の
分
離
の
助
き
を
出
速
さ
ぜ
る
ス
ロ
ヴ

ゲ
J

ン
ャ
ー
が

一
ア
や
ク
ロ
ア
ザ
ア
の
政
治
J
一
辺
持
者
に
つ
い
制
を
M
V
J
び
か
汁
て
い
た
っ

ベ
ォ
グ
ラ
ト
を
支
持

L
1己
最
も
重
民
な
攻
同
ば
、

ド
イ
ツ
刀
一
単
独
r
心
叫
す
る
心
を
司
一
巡
す
る
た
め
て
あ
っ
た
。
ェ
コ
と
ト
イ
ツ
の

向
に
は
、
第
次
川
県
パ
大
戦
中
、
当
時
の
コ
ゴ
王

E
t－
－
沼
し
た
づ
チ
マ
へ
の
引
川
り
七
成

4
L
K
一
ク
日

7
子
ア
独
立
区
」
か
、

ル
ピ
ア
不
作
作
ん
な
と
を

ιパ】一
m
虐
殺
ー
だ
と
い
ろ
逗
1
ムバ
N

あ
っ
た
し

i
J
Y
H
m
J
、
独
立
～

人
口
ワ
了
一
亡
、
J
1
r一
カ
ノ
ロ
ア
千
ア

市
久
」
L
九

エ
1
7
が
ノ
迫
に
Jも
た
ら

L
戸
H

W

Q

J

ミ
ノ
効
果
一

同
じ
く
内
部

多
民
放
同
家
コ
ー
ゴ

へ
の
一
ゾ
々
日
刊
て
あ
っ

凶
誌
の
山
志
向
て
懐
維
な
民
族
1

構
成
を
川
出
え
令
ソ
法
解
休
む
連
銀
民
泌
を
引
き
起
と
し
か
ね
台
い
J
い
う
恐
れ
は
、

寸

i
コ
（
り
い
ー
を
支
持
し
た
ゆ
え
ん
の
ひ

2
つ
で

yyの
っ
た

他
方
れ
ね
い
て
ウ
ン
、
ン
ャ
ー
は
、
一
枕

マ
ノ
ペ
ノ
が
国
際
紅
会
て
新
し
い
役
割
令
系
に

d
べ
さ
と

ュ
i
了
間
棋
の
解
決

一
一
の
こ
と
い
は
、
ま
「
九
（
）
午
の
湾
岸
戦
与
一
、
の
E
い
μ叶
附
叫
が
彫
響

L
亡
い
司
令
v

一
ド

f
y
に
直
川
さ
れ
た
川

作
一
一
（
憲
法
）
が
、
凹
山
川
官
の

N
A
E－
U
域
外
派
兵
な
村
山
一
了
と
て
い
た
」
と
を
担
（
日
に
、
ド
イ
ツ
は
イ
ラ
ク
の
ク
ゴ
ー
ト
位
攻
ピ

動
平
信
ず
る
べ
ル
シ
ャ
汚
に
円
畑
山
川
艇
を
叫
っ
た
た
け
で
法
目
的
軍
部
隊
は
派
遣
f
J
V
、
防
政
支
援
に
徹
1

J

内
側
の
同
盟
訪
問
は
い
一
の
態

支
を
「
小
切
子
外
交
」
と
批
汀

L
h旬、

そ
の
白
後
に
担
き
た
ユ
ー

f
危
機
は

イ

の
名
品
［
山
刈
刊
の
機
会
こ
な
コ

｝の戸、
tyhvn

ゲ
シ
シ
ャ
が
ユ

i
ゴ
政
策
比
一
一
h

心
で
あ
〉
ん
も
う
つ
の
謹
白
は
、
h
卜
J
l
y
口
f

九
ん
一
九
l
D
C
S
仁
五
訴
長
沼
だ
っ
た
こ
J
で

為
る
〈
亡
、
お
じ

E
に
ぽ
、
米
ソ
、

カ
ナ
ダ
や

E
C
メ
〆
パ

l
A外
の
欧
川
川
諸
画
、
そ
し
と
紛
争
ψ
1平
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i
b
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ン
ン
ミ
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は
、
多
凶
同
協
ん
、
土
長
引
乞
掲
げ
る
じ
S
C
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の
枠
組
み
を
通
ピ
主
人
乙
れ
λ
一
日
付
仏
い
凹
々
の
悶
片
J

の
も
と
、

ヮ
μ
一

決
L

ヨ
ノ
る
と
い
う
凶
式
を
拍
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f
L
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け
？
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J

て
ド
イ
ツ
予
議
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と
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ぷ
L
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解
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収
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と
「
三
m
g
m
し
な
い
絞
ド
イ
ツ
を
不
「
た
め
で
あ
っ
た
υ

コ
ー
ゴ
山
町
田
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解

と
こ
ろ
が
、
ゲ
ン
ン
ャ
i
は
、
刈
J
h
引勃パ九
J
V
き
っ
か
け
に
そ
れ
ま
で
の
欧
州
議
祝
日
姿
勢
を

松
さ
せ
に
。
仏
突
な
ど
が
承
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出

倒
的
な
能
川
皮
を
不
L
て
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に
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も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
一
れ
を
容
認
し
、

や
が
て
積
極
的

な
っ
～
。
グ
ン
J
J

ャ
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よ
h

つ
な
戎
策
ム
転
換
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刊
局
し
て
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一
町
一
九
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ハ
ノ
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y
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ア
ハ
？
に
」
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、
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氏
係
、
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l
〈
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独
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光
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茶
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す
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、
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介
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＃
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／
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嫌
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、
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収
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仁
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］
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／
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仁
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♂
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史
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叫
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－
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